
                                  
 

東京湾マリーナで「チャートワーク教室」を開催、大好評！ 
  
 （財）日本水路協会は 7 月 5 日(日)午後、東京都江東区南砂町の「東京湾マリーナ」で第

1 回チャートワーク教室を開催しました。この教室は㈱舵社及び東京湾マリーナの協力の下

プレジャーボート愛好者にクルージングを安全に楽しんでもらうことを目的としたもので

内容は以下のとおりです。 
１．「海図の見方」：当協会職員が図法、測地系など海図の構成や水深、危険物の表現の

約束事など基礎的な知識について解説しました。 
２．「海図の使い方」：雑誌「KAZI」のレギュラー著者として活躍中のベテランセーラー

として著名な高槻和宏氏が実際のチャートワークについて GPS を併用した紙海図を

使ったコースの引き方や豊富な経験に基づくクルージングの実例など、実技を加え

た海図作業の基本を講義した。また、航海計画の楽しみ方などもわかりやすく解説

しました。 
３．プレジャーボート用電子海図「New PEC（ニューペック）」の紹介 
  当協会が開発を進めてきた、7 月から新たに発行する「New PEC」の内容について

画像のデモを行い紹介しました。 
 
当日は海図に興味を持つ東京湾マリーナ所属のヨットクラブ会員 40名が熱心に講義に聞

き入り、参加者からは大変参考になったと喜ばれました。 
参加者全員に教材としてテキスト「チャートワーク入門」、ヨットモータボート用参考図

「H-171W 東京－千葉」、各種パンフレット類などが無料で配布されました。 
日本水路協会では今年度、横浜、蒲郡、新西宮のマリーナで順次、教室を開催する予定

です。 
 
 ■「チャートワーク教室」開催ご希望等のお問い合わせは下記までご連絡下さい。                                            

(財)日本水路協会技術指導部 
           電話：03-5708-7076  FAX:03-5708-7138           
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           チャートワーク教室の講義風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           航海計画のコースの作図を説明する高槻講師 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            海図上でコースの作図実習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


